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序

文化財は、祖先の営みを私達に伝えてくれる語り部であり、

過去だけではなく現在の文化を理解するためにも重要なもので

す。中でも、埋蔵文化財はその土地に深く関係しており、郷土

をよりよく知るための鍵であると言えましょう。

このたび調査の行われた古屋敷Ⅲ遺跡は、古屋敷段丘上に散

在する遺跡群の一つであり、過去に縄文時代中期の住居跡が検

出された古屋敷 I遺跡などとともに、まとまった地域社会を形

成していたと考えられている遺跡です。

今回の調査では、これまで出土例の少なかった縄文時代中期

前葉の上器がまとまって出上し、縄文時代における段丘面の時

期別・用途別の使い分けなどを考える上での貴重な資料を得る

ことができました。 この報告書がより多くの方々に活用され、
地域の歴史と文化の理解に役立てば幸いです。

最後に、調査に際して御援助いただいた富山県埋蔵文化財セ

ンターをはじめ、調査に御協力いただいた富山県立山博物館と

地元や諸方の皆様に哀心より感謝申し上げます。

1993塗F3月

立山町教育委員会

教育長 金 )「1 正 盛
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1.本書は、富山県立山博物館の野外施設建設に先立つ、富山県中新川郡立山町古屋敷Ⅲ遺跡の発掘調査報告である。

2.調査は、富山県立山博物館の委託を受け、立山町教育委員会が実施した。

3。 現地調査及び報告書作成は平成 4年 5月 8日 ～平成 5年 3月 19日 の期間に行った。発掘面積は約1,100m2で ぁる。

4.調査事務局は立山町教育委員会におき、社会教育課係長佐伯外宣 。同主事三鍋秀典が事務を担当、社会教育課長

開上寛が総括した。

5.調査担当者は、立山町教育委員会社会教育課主事三鍋秀典と立山町教育委員会臨時調査員瀬戸智子である。

6。 調査にあたり、富山県教育委員会文化課・富山県埋蔵文化財センターから有益な御教示を得た。また、調査から

報告書作成に至るまで、下記の方々から御協力を得た。記して謝意を表します。

山本正敏 。酒井重洋・久々忠義 (以上富山県埋蔵文化財センター)、 上市町教育委員会主任高慶孝、地元芦崎寺

地区

7.遺物の注記は「TFYⅢ 」とし、次にグリッド名、層位、日付の順に付した。

8.遺物整理・実測・製図は、三鍋・瀬戸が中心となり、高橋浩二 (富山大学大学院生)、 鈴木和子・榊原滋高・中

村大介・松山温代 (以上富山大学学生)力窃 力した。

9.本書の編集・執筆は、石器に関しては瀬戸が、他の部分は三鍋が担当した。執筆分担は各文末に記した。
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I 遺跡の位置と周辺の遺跡

立山町は富山県の東南部に位置し、立山連峰に源を発する常願寺川によって形成された、広大な扇状地上に拓けた

町である。西は富山市、東は長野県大町市に接 し、東西約43km、 南北約21km、 面積は308krで ある。

地勢は、三角洲や扇状地から河岸段丘・丘陵・溶岩台地さらには山岳高地にまでおよぶ多様な地形が、標高約10m

から3,000mに かけて展開している。

今回調査した古屋敷Ⅲ遺跡は、声崎寺集落の東方約500m、 常願寺川中流右岸の段丘上、標高約395mの地点に所在

する。この段丘は、中位段丘と低位段丘の中間に形成されたとみられているもので、古屋敷段丘と通称している。

段丘面の縁辺部は段丘崖となっており、常願寺川の現在の河床との比高は約50mでぁる。

北側には、不動平溶岩台地が迫 り、その背後に来拝山が連なっている。常願寺川の上流方向にあたる東側には、弥

陀ケ原溶岩台地が迫 り、その遠方には立山連峰が望まれる。

周辺には、縄文時代から近世にまで至る多数の遺跡が存在するが、特に姥堂川東岸の段丘上から不動平溶岩台地上

にかけては縄文時代遺跡が密集 している。

これらの遺跡の中で古屋敷Ⅲ遺跡に関連があるものとしては、中位段丘上には野口 (縄文時代前～中期)。 不動平

B地点 (縄文時代中～後期)の各遺跡が、一段低い古屋敷段丘上には古屋敷 I(縄文時代中～後期)・ 古屋敷 I(縄

文時代)・ 古屋敷Ⅳ (縄文時代)の各遺跡が、さらに不動平溶岩台地の先端部から西斜面にかけては不動平 A地点 (縄

文時代中～後期)がある。
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第 1図 遣跡の位置と周辺の遣跡
(S=1/50000)

1.古屋敷Ⅲ遺跡 2.古屋敷 I遺跡 3.古屋敷Ⅱ遺跡 4.古屋敷Ⅳ遺跡
5.不動平遺跡A地点 6.不動平遺跡 B地点 7.野 口遺跡 8.芦憐寺城
跡 9。 門の本割遺跡
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Ⅱ 調査に至る経緯

古屋敷Ⅱ遺跡が立地する河岸段丘は、かつてはトチ・ブナ等を主体とする落葉広葉樹林であったと考えられている。

明治以降、杉の植林と開墾が進められた結果、段丘上平坦部は水田と畑地が大部分を占め、段丘崖などの斜面は杉

林となり、ごく一部に雑木林が原植生を残している。

平成 2年、富山県立山博物館より富山県埋蔵文化財センターヘ、野外施設の建設計画に伴う埋蔵文化財の取扱いに

ついての照会があり、富山県埋蔵文化財センターではこれを受けて、立山町教育委員会の立ち会いのもと、 5月 7日

～15日 の間、古屋敷 I遺跡及び古屋敷Ⅲ遺跡の試掘調査を実施した。この調査結果を受けて、 5月 29日 に富山県埋蔵

文化財センターにおいて、立山博物館・富山県埋蔵文化財センター・立山町教育委員会の 3者協議が行われ、平成 4

年度に古屋敷Ⅲ遺跡の発掘調査を実施することとなった。
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第 2図 地形と区割図
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Ⅲ 調査概要

1 立地と層序 (第 2～ 4図 )

古屋敷Ш遺跡は、芦崎寺集落の東約500m、 立山町芦隣寺字古屋敷に所在する。一帝は、常願寺川によって形成さ

第4図 調査区全体図(2)(S=1/80)



れた河岸段丘上にあたり、北側と東側には立山火山の噴火によって形成された溶岩台地が追っている。

遺跡は、段丘が南側常願寺川方向に最も張 り出した部分の南西端に、段丘崖に面して立地する。ここは、この段丘

では最も低い部分にあたり、標高は約393mを測る。

調査対象地区には、北東から南西にかけてほぼ中央に、幅約10mの小支谷が入り込み、南北に 2分されている。こ

のため、調査は北側調査区と南側調査区に分けて実施した。

北側調査区 (第 2・ 3図 )

小支谷北岸の東西に細長い平坦面で、遺構面は黄褐色粘質土である。層序は、第 1層 。耕作土、第 2層 。暗茶褐色

土、第 3層 。黒褐色土、第 4層 。黄褐色粘質土 (地山)と なっており、第 2～ 3層が遺物包含層である。調査区は全

体に西側に緩 く傾斜しており、遺物包含層も西側では厚 く、東側ではごく薄く堆積 している。なお、小支谷の岸は礫

層となっている。

南側調査区 (第 2・ 4図 )

小支谷南岸の南北に細長い区画で、調査前は平坦面に見えたが、地山面は西側にやや強く傾斜 していることが調査

で判明した。層序は、基本的に北側調査区と同様であるが、第 2層 から第 3層 にかけてが漸移的に変化している点と、

地山面が礫面に黄褐色粘質土が入り混じった状態になっている点が異なる。遺物包含層が西側ほど厚 く堆積 している

ことも北恨‖調査区と同様であるが、東側では遺物包含層がほとんど無いほど薄い。なお、傾斜地であるためか、こち

らの調査区では遺構は検出されなかった。

2 遺構 (第 3図 )

遺構は、全て北狽J調査区において検出した。

穴 (第 3図)検 出した穴は 61個であったが、それらのうち 4分の 1は開墾の際に岩を取 り除いた痕であること

が後日判明したため、最終的に 45個 となった。

遺物の出土 した穴は、わずか 1個である。穴37は、X8・ 9Y7に 位置 し、径約115cmの 円形で、深さ約13cmの 浅
い皿状を呈する。覆土は黒褐色土の単層で、新崎式土器の日縁部が出土 している。

炭化物の出上 した穴は 3個で、X9。 10Y3区 に集中している。穴18は、上部が径約120cmの 円形、底面は長軸約

90cm・ 短軸約60cnlの 楕円形で、深さは約65cmを 測る。断面形状はロウト状を呈する。覆土は黒褐色土の単層で、覆土

内に李大の割 り石と炭化物が多量に混入している。穴19は径約55cHl、 深さ約34cmの 円筒形、穴21は径約60cm、 深さ約

40cmの 円筒形を呈する。双方とも炭化物が多量に混入している。

なお、穴20は、X9Y3に 位置し、径約55cm、 深さ約25cmの 円筒形を呈する穴で、炭化物は出土 していないが、位

置と形状の近似から、穴19・ 21と 同じ性格を有するものと考える。

焼上の出土した穴は 3個である。

穴28は 、X9Y4に 位置し、長軸約90cm・ 短軸約60cmの不整楕円形で、深さ約12cmの浅い皿状を呈する。

穴30は 、X9Y5に 位置し、径約55cm、 深さ約30cmの 穴で、底面に小ピットを持つ。

穴46は、X9Y6に 位置し、長軸約45cm・ 短軸約30cmの不整楕円形で、南側に段を持ち、穴の内面にも火熱を受け

た痕跡が見られる。

焼土 (第 3図 ) 良好な状態で検出し得た焼土は 1箇所である。

焼± 1は、X9Y5に 位置し、長軸約54cm・ 短軸約44cmの不整楕円形を呈する。状態は良好で、わりと長期間にわ

たり火を焚いた跡と考えられる。

なお、X9Yl区 にも焼土と思われる部分があったが、精査の過程で消滅 した。ごく短期間火を焚いた跡であろう。
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3 遺物 (第 5～ 16図 )

今回の調査では、ほとんどの遺物が遺物包含層から出土しており、遺構から良好な状態で検出し得たものはごく少

ない。また、全体器形を復元できたものは、深鉢 2・ 浅鉢 1の 3個体である。

(1)土器

出土 した土器は、近世の皿 1点 を除き、全て縄文時代に属するものである。

前期中葉 (第 6図 1～ 3) 北白川下層Ⅱ式に比定できる一群である。

1は 、ゆるく外湾する波状口縁部で、口唇に粘土紐を貼付 した後、端部を交瓦に連続刺突する。文様は、縄文地に

口縁と並行して薄い粘土紐を貼付 し、その上に連続爪形文を施す。また、国縁内面にも幅 1～ 2 cmの帯状に縄文を施

文する。

2は、内湾する波状口縁部で、口唇外面に断面三角形状の粘土紐を貼付 し、その上に 2列の連続爪形文を施す。文

様は連続爪形文のみで、 2条 1単位になるものと考える。また、 1と 同様に、口縁内面にも縄文を施文する。

3は、頸部で外反する器形で、頸部には連続爪形文を巡らし、胴部には縄文を施文する。

前期後葉 (第 6図 4～ 7) 朝日下層式に比定できる一群である。

4は、直線的に開く波状口縁部で、隆帯で上下を区画 した口縁部文様帯に、絡条体の押圧が施される。器形から円

筒様式の流れを汲むものと思われる。

5は、頸部で内湾する器形で、口縁部には絡条体の押圧が、胴部には縄文が施される。

6は、半隆起線を密に引き (集合沈線文)、 V状の区画 (V状文)を施文する。

7は、胴上半部と思われ、結節縄文地に半隆起線のV状文を施文する。

中期前葉前半 (第 5図 1、 第 7～ 10図 ) 新保式に比定できる一群である。今回の調査では、この新保式と次の新

崎式の上器が、出土遺物の大半を占めている。

第 7図 1は 、横位半隆起線の上辺には連続 したV状刺突を、下辺には三角形の連続押圧を施し、あたかも鋸歯状印

刻文のような効果を持たせているもので、あるいは前期に属するものであるかもしれない。

第 5図 1、 第 7図 2～ 15は 、縄文・撚糸文を地文とした口辺に、縦位に間隔をおいて平行半隆起線を引くもので、

当形式の主体となる一群である。口縁端部に横位無文帯を持つもの (5,6)、 日唇外面に連続爪形文を施すもの (7

。9)な どがある。

第 8図 1・ 2・ 4は、斜位格子目文を施文するものである。平口縁で口唇に連続刻みを施すもの(1)、 小波状口縁で波

頂部内面に円形刺突を施すものいなどがある。

第 8図 3は 、平口縁で横位無文帯を持つものである。

第 8図 5～ 10は、口縁部に狭い文様帯をつ くり、ヘラによる縦位短沈線を入れて横走する沈線で等分に断ち、所々

に三角形印刻文と円形刺突文を施す文様 (執軸文)を施文するものである。隆帯を施文するもの (5'8,9)、 突起

を持つもの (8・ 9)、 横位無文荷を持つもの (6-10)な どがある。

第 8図 11は、逆位蓮華状文で施文するが、所々に円形刺突文を施しており、軌軸文の特徴を残している。

第 9図 1～ 5は、縄文・撚糸文を地文とした上に、半隆起線により曲直文を施文するものである。

第 9図 6～ 15は、木目状撚糸文を施文するものである。

第10図 1～ 4は、撚糸文を施文するものである。

第10図 5～ 10は、網目状撚糸文を施文するものである。

第10図 11～ 13は、撚糸文を施す底部で、いずれも平底となる。
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中期前葉後半 (第 5図 2、 第11～ 13図 )新崎式に比定できる一群である。

第 5図 2は、直線的に開く器形で、台付黙の可能性が高い。日唇には J字状突起を付け、右側を三角に快 り玉抱三

叉文風にする。内外面とも良く磨かれており、頸部には三条の沈線が巡る。中期中葉に属するものかもしれない。

第H図 1～ 3は、蓮幸状文を施文するものである。逆位のもの (1・ 2)と 正位のもの(3)がある。

第H図 4は、上部で直立する日縁部で、半隆起線で小連弧文を施文した中に縦位の半隆起線を配し、蓮華文のよう

な効果を持たせている。

第11図 5～ 7は、横位無文帯を持つものである。 6に は円形の突起が付される。

第 5図 遺物実測図 包合層
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第11図 8は、横位縄文帯を持つもので、縄文帯内に半隆起線で菱形文を描 く。

第11図 9・ 10は 、口唇外面に連続した縄文押圧を施すものである。

第H図 11・ 12は 、突起を持つ口縁部で、12は 口縁外面にも隆帯貼付による楕円形突起を持つ。

第H図 13は 、波状口縁の波頂部で、斜位格子目文が施される。

第11図 14・ 15は 、日縁部の突起である。

第12図・第13図 1～ 8は、縄文・撚糸文を地文とした上に、半隆起線によりB字状文等を施文するものである。突

起を付すもの (第 12図 1～ 3)、 正位格子目文の施されるもの (第 12図 5・ 6)、 無文帯の上下縁に楔形の刻目をつけ

るもの (第 12図 8)な どがある。

第13図 9～ 15は 、半隆起線により施文する底部である。 9は正位格子目文が施される。

中期後葉 (第 5図 3、 第14図 1～ 3)串 田新式に比定できる一群である。

第 5図 3は、張 り気味の胴部に山形波状口縁が付 く器形で、口唇には半隆起線が施され、口縁部を区画する隆帯上

には縄文が施される。

1～ 3共に、貝殻腹縁文で施文する。 1は工字状文が施される。

/

F・ iギitイ干

‐

幹

―

,lr」  :::::i::::::!iri

一
古:。

第 6図

-7-



フ

）

弔

グ
Ｂ
Ｆ
β
′４
．Ｈ
沖士
て
ゴ

ｉ
Ｖ
一
儀
与
コ
■
≡ヽ
ｔ
ｉ

鈍
4■錬げ ど`,

患l喜豊

雌¬_ィ_T_r_ト ーーーーーーニ40Cn

｀

壁 _ャ ´

君
“
‐

“

予
`た
,F4ど

'琲
・費中皓▼学 ,望イ1単要立碑,_:

I  :■"■・・・e―
Ⅲ■レ t・ !う iⅢ 1`1‐ ,こラ, ´

雪静守添'す
‐

一一一一坤鱒呻”肘＝中Ｗ”一い

が
猛諄 ・

r｀
・ Ⅲ ⅢFi半、 "i> _
ゎ藝 |ヽて !⌒学警 主

―
才
れ
ド
研
ｒ

Ｒ

サ

-8-

第 7図 遺物実測図 包合層



:ヤ

=守
●´・
it‐・■■'fィ 「ヽ

■t

^!ゞ

I

壻手熱そ

韓 慈 Ⅲ轟 騨

ヤ■電孝碇炉|ギ,ヽ婚` 1ヽ'

理
曜

:苓|
モ14

奪縮I義
転義募

i

蛾蟄I Rё 性_…___プ
第 8図 遺物実測図 包合層

-9-



ゴ

μ

】
日
喝

一
■
上
い一津学

‐

一猟

！
孟
悪

ゝ
，諄

Ψ
丸

¶

始

|:キ |,

111

: 
′
fl  .

口

・
‐―

吼
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

-10-

第 9図 遺物実測図 10。 表採 その他.包合層



,ミ′手■

l孝1棋常li耳 (革:豊

≒ミ1争奪,

序

tllII

ゴ

川

遺物実測図 包合層

-11-

第10図



 ヽ 持

サ鰹 簿
i

4ど 指と
'●
t守 を守畢

ⅢⅢ■綸単押H呻単

―

マ

|■|1手了iri4耳||■

111111:|liiFこ

… …
韓

tt韓 守憔
"Ⅲ
F・,硝
`ё
d e

坤 ・
‐ItI釉

囀

予〔IⅢ,オ

■:学て下
i

l台語窮申Ⅲギし呼喜ⅢⅢRゝ

1鸞

鮮 鞘 島1革書

乏

龍 雛 iti措 `、  ~

灘 }
ⅢⅢ‐澪 頚差`秦 /生整■F

響 !粋 .
れ募す
~

ド!Ⅲ l:, ,ユ】彗:'・

持ヨ三aヨ喜∫
償メ

|一 it_ド .

卸

一〆
υ

プ

こ ■
■

|:Ⅲ ll藤為竜競:甍
r`窮代″壮聟″今″イ

'粁ヽ顎世li'1 配

―

・

／

尋
∵

η
牲

包合層遣物実測図

-12-

10cm



H工 ,Ⅲ・Ittti tテ、一、■ネ・こt、▼=
―
■■勢 事 説 転

熟
聯
ｉ鰺

降

滅

一　

　

　

一

『

〃

一

丼難

輔諜

ξ

・

白
日

日

リ

一

伸

軌
一

！
一
，ド
・
一
”
“
一・↓

ヽ
ｉ
，１
′１
■　
　
ド
中〔
↑″
′

ゝ
ｉ
■
・
Ｉ
・
″

一

●
々
゛
オ

嚇

・

尊

キ

ー

・麒

格
難

苺

魯

周

剛

職

脚

――

日
６

一

が
工
｀

Ｉ

■
軍
る
こ
出
張
キ
種
ξ
４
守
ニ
ドゝ

Ａ

■
，
す
ヽ
ｒ
ｔ
Ｖ
～

鶴鱒
ｒ

ェ
■

″
，
か
，
■

ヽ

…

澳

一

轟
Ｆ
・

日
日
日
蠍

-13-

遺物実測図 1.穴37 その他.包含層



.しい1増々

““

,■ RNⅢ哺白H喩

"い

h誨

'い

コ5E歯口併

i4-〕 呻〉

劉 10

昼朽

冊
‐―
吼

鞘軽鶏犠4輯韓 遡 12

日

日

日

灯
３

齢
静
”
禅
婿
耕
艶
訂
１１
鷺
藤

す言

ｒ

ミ

Ｓ

筆

ご
葦

軽

識

と

，

を

愕

鑑

馨

稼

ξ

〓

ｒ
ａ
Ｅ
電
こ
こ
μ

●

に
ギ
角

ど
ユ

】

―
ヽ
、

Ｐ

独
誰

爆

ム
【
舌
脚
れ
報
寧

Ｈ

ヽ
卜

，

）

～

辛

ヽ
・，―】

う
Ｖ
ギ

常
４
～
即
麹
「

鶴
Ｃ
Ａ
上

】
蛍
＝
ぶ
上

Ｉ
ユイ

ヽ
ｉｌ
■
Ｖ

一

１

市
ミ

手
を

一

ヽ

４
藤

一葺

終
鮭〔粧

遺物実測図 包含層

-14-



後期前葉 (第 14図 4・ 5)気屋式に比定できる一群である。

4・ 5共 に、沈線間に連続刺突で施文するものである。5は、やや張った胴部に短 く外反する口縁部がつく器形で、

口縁端は小波状を呈する。文様は、胴上部に連弧文を配し、頸部にはつまみ出しの隆帯が巡 り、日縁部は無文となる。

(三鍋 )

(2)土製品

用途不明品 (第 15図 7) X4Y4の 遺物包含層から出土 した。素焼の用途不明土製品である。表には 5つの花弁

を模した紋様を施 し、裏面には、指先による押圧痕を残す。

(3)石 器

石鉄 (第 15図 1)x9Y6で 表面採集された、完形の凹基無茎石鏃である。最大長20.3mm、 最大幅 17.5mm、 重量

は0,7mgで ある。石質は鉄石英である。

Hll片 (第 15図 3～ 6) 全て遺物包含層 (暗茶褐色土)からの出土である。重量は 2が 2.2m9、 3が 30,9mgで 、と

もに鉄石英製である。 4～ 6は黒曜石である。重量は 4が0.4m9、 5、 6が0。 9m9で ある。 4は 、二次加工と思われる

痕跡が認められるため、石鏃の未製品である可能性も考えられる。

磨製石斧 (第 16図 1、 3) 完成品 (第 16図 1)と 、未成品 (第 16図 3)がある。完成品は蛇紋岩製で、形態は定

角式である。基部、刃部とも大きく欠損 しているが、刃部が一部残存 しており、使用痕がみられる。未成品は泥岩製

である (第 16図 3)。 最大長10.86cm、 最大幅5,09cmの 完形品である。背面は平滑でほぼ全面に研磨痕が認められるが、

一部礫面が残されている。刃部の研磨にまで至っているが、細部の研磨や調整を中断して、打製石斧と同様に使用し
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た可能性がある。

用途不明品 (第 16図 2) 安山岩製である。表面が一部風化しており、裏面の象J離は比較的新しい。風化 した表面

に粗い研磨痕が認められるため、砥石の破片である可能性が考えられる。

打製石斧 (第 16図 4) 短冊型の完形品である。石質は不明である。背面に礫面を残す大型の横長劉片を使用して

いる。最大長 12.lcHl、 最大幅5.97cmで ある。

叩石 (第 16図 5、 7)両 者とも定山岩製であり、円礫の側縁を利用している。重量は 5が 555m9、 7が618m9で ある。

門

Ｍ

Ⅵ

Ｕ
一

ｎ

州

―――

円

ｙ

一 由
４⌒

一

♀                  iCm

包合層

◆

ヘ

第15図 遺物実測図 1.表採 その他 .

-16-



砂

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

第16図 遺物実測図 包合層

/ベ＼
―
勿

Ｉ

＼

さ_ガ

/式
７
ｒ

恨



凹石 (第 16図 6、 8) 両者とも安山岩製である。重量は 6が402m9、 8が100m9で ある。 6は両面、 8は片面のほ

ぼ中央に敲打痕が集中する。両者とも風化が激しく、特に 8については、裏面の使用の痕跡が明瞭でなく、また、原

形もとどめない状態である。                                    (瀬 戸 )

Ⅳ 調 査 成 果

前章までに述べた点と問題点を要約し、まとめとする。

1.古屋敷Ⅲ遺跡は、常願寺川によって形成された河岸段丘上に、古屋敷 I・ Ⅱ oIV遺跡とともに遺跡群を形成して

存在する。

2.遺跡群の中で占める位置は南西端にあたり、ここは遺跡群を貫流する小支谷の最下流で、小支谷が常願寺川に流

れ落ちる所である。この位置関係からみて、段丘上から常願寺川河床への降り口にあたると推定される。

3.遺跡の存続年代は縄文時代前期中葉から後期前葉に至 り、遺物出土状況からみて中期前葉が最盛期である。

4.遺構は、穴45個、焼± 2箇所である。

穴は、遺物の出土したものは 1個にすぎないが、炭化物・焼土は複数の穴から出土 している。その分布状態をみ

ると、炭化物の出土 した穴はX9・ 10Y3区 に、焼土の出土した穴はX9Y4～ 6区に集中しており、使用目的に

よる場所の使い分けが見てとれる。

焼± 1は、X9Y5区 に位置し、周辺には焼土の出土した穴が集中する。この焼土は地床炉と考えられるが、炉

掘 り方やこれに伴う柱穴は検出されなかった。

5.遺物は、ほとんど全てが伍含層からの出上である。

土器は、縄文時代前期中葉から後期前葉にかけてのものが出土しているが、量的には中期前葉のものが大半を占

める。

土製品は、近世の立山信仰に関連するものと推定するが、用途等は不明である。

石器は、全て縄文時代に属するもので、全部で34点、特に製品は 8点にすぎない。これは、集落遺跡と比較して

特異な点であり、当遺跡の性格を考える上での鍵となるといえよう。

以上、遺跡の立地及び遺跡群の中における位置、遺構・遺物の在 り方からみて、当遺跡は古屋敷遺跡群内における

河川漁労のキャンプサイト的存在であったものと推定される。ただし、単なるキャンプサイトなのか食糧加工等の機

能も持つ拠点的性格のものなのかは、遺跡群全体の在 り方等から総合的に判断する必要があるため、現時点での判断

は保留としたい。                                       (三 鍋、瀬戸 )
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図版 3
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